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自己紹介

Produced by Hitomi-sr-office

ひとみ社会保険労務士事務所
代表：特定社会保険労務士

谷岡 仁美

・千葉県立佐倉高等学校卒業
・武蔵大学経済学部経営学科卒業
・2016年11月 社会保険労務士試験合格
・2017年9月 千葉県社会保険労務士会に非開業登録
・2018年4月 勤務社労士登録
・2021年4月 ひとみ社会保険労務士事務所開業

（兼業社労士）
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そもそも「両立支援」とは・・・

治療

子育て 介護

3大テーマ

With 仕事

◆労働基準法第65条
「産前産後休業」

◆育児介護休業法
「育児休業」

◆育児介護休業法
「介護休業」

◆法律がない
⇒就業規則
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そもそも「両立支援」とは・・・治療編

治療

◆法律がない
⇒就業規則

◆各種休暇制度
◆職場復帰支援
◆労働時間の短縮措置
◆時間外・深夜労働の免除
◆配置転換に関する要件
◆傷病扶助に関する事項

◆健康保険制度
⇒傷病手当金

従 来：3日間の待機期間後、
4日目から1年6ヶ月支給
（1日の報酬の2/3くらい）

2022.1～：「通算1年6ヶ月間支給」

3大テーマ

With 仕事
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そもそも「両立支援」とは・・・子育て介護編

子育て 介護

3大テーマ

With 仕事

◆労働基準法第65条
「産前産後休業」

◆育児介護休業法
「育児休業」

◆育児介護休業法
「介護休業」

◆平成29年10月「改正介護休業法」

◆令和3年1月「子の看護休暇制度・介護休暇制度」の
取得単位が変更

◆令和4年4月「改正育児介護休業法」
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※「厚生労働省」HPより

育児介護休業法
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私の「両立支援」体験記

◆平成15年8月1日～ 産前休業開始
会社制度）産前8週間前から休業取得可。

産前産後期間中の給与全額補償

◆平成15年9月～ 出産、産後休業開始
健康保険）出産手当金、出産手当一時金

◆平成15年11月～ 育児休業開始
健康保険）社会保険料免除
雇用保険）育児休業給付金

◆平成16年9月～ 家族の介護のため、復職出来ずに退職。
自宅近辺で事務職勤務で復職。

◆平成17年1月 家族の介護終了。事務職を退職。
雇用保険）失業給付、待期期間ゼロにて受給開始。

教育訓練給付金受給にてパソコンインストラクターとなる。

会社合併直後。会社間争い。
休業中の情報皆無。
休業取得者、復職者は

ごく少数で保守的だった。

制度を利用しても
復職出来なかったことに
対する厳しい意見あり。

元上司・同期に報告。
そうだったのか、何も
できなくてごめん･･･と
初めて涙を流された。
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私の「両立支援」体験記

◆平成17年8月～ パソコン教室にてインストラクターのアルバイト開始

◆平成18年2月 出産を控え、休職。
切迫早産にて31日間入院。
※「社会保険」「雇用保険」に入っていないため、制度利用不可。

◆平成18年3月 出産
健康保険）家族出産手当金、家族出産一時金

◆平成19年4月 復職
保育園は「育休明け」が最優先。入園できず。

◆平成19年5月 保育園入園。（5月は定員が1.25倍まで認められるため）

◆平成20年3月 転職。フルタイム社員となる（介護付有料老人ホーム事務）

◆平成25年12月 退職（父親が心臓の手術。子育ての応援を頼めない）

事務職復帰への
第一歩。

前回との違いに
不安もいっぱい。

何とか事務職に
復帰できて
嬉しかった。
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私の「両立支援」体験記
◆平成26年1月～ 調剤薬局本部フルタイム社員勤務（土日祝日休み。子育てと両立しやすい）

◆平成30年4月 転職。大手卸会社食品工場フルタイム勤務
（子供が中学生。ステップアップのための初めての転職）

◆令和2年9月 退職。早朝深夜残業、休日出勤で子育てと両立厳しい。両親も高齢。
（子供の高校受験が終わるまで半年間の休業予定）

◆令和2年10月 利き手の右ひじを骨折。

◆令和2年11月 友人の嫁ぎ先の会社の事務のお手伝い（義母様骨折のため）

◆令和3年4月 ①友人の嫁ぎ先の会社で短時間正社員として勤務開始。
⇒勤務地まで徒歩3分。休憩時間は自宅に戻れる。
シフト自由の完全フレックス。急なシフト変更可。

②ひとみ社会保険労務士事務所開業。
⇒自宅とレンタルオフィス（隣駅。車で10分以内。自転車可。バス有）

子供が高校生になり、駅までの送迎を分担すれば比較的両立可能。

。

働くことは
将来の安心に
つながる。

大切なことを
大切にしたい。
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私の「両立支援」体験記
◆乳児期
・母乳で育てるため、片時も離れることができず。

◆保育園前期（年少前）
・慣らし保育⇒会社を休まねばならない。
・1ヶ月に1回くらい、保育園からお迎えの呼び出しあり（数か月）
・家事、子育て、仕事・・・
・フルタイム勤務開始後は、両親、妹夫婦、友人、すべてに頼った。
ファミリーサポートのシッターさんにも頼った。
病児保育にも頼った（両親も現役）。

◆保育園後期（年少・年中・年長）
・フルタイムの忙しさは変わらないが、子供との意思疎通が楽になった。

◆小学校
・行事問題（ほとんど平日）、役員問題
⇒365日勤務がある施設なので、公休・有休を学校行事にあてた。
土日の子供のお稽古の送迎を周囲に頼った。

入園させること、
保育園になじむことに

必死の日々。
多くの皆様の

支えのおかげです。
会社の有休はさほど

使わず。
（使えませんでした）

働くママさんの
団結力は・・・
すごいです！！

東日本大震災・・・
子供の迎えより、

ご入居者を守っていました。
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※「厚生労働省」HPより

私の「両立支援」体験記
◆小学校高学年
・2度目の役員を友人とやった。（有休利用）
・土日祝日休みになったので、お稽古の送迎は私がメインにできるようになった。

◆中学生
・月に数回土日祝日出勤。就業時間が長く、子育て家事がままならない。
・行事は有休で参加。
・受験期のサポートを義務教育の最後にしたかったため、退職。
（すぐ骨折したので、結果的にはよかったのか・・・）
私自身が「人生の折り返し地点」を意識するようになり、私に合った働き方を模索。
長いお付き合いの親友と一緒にお仕事をすることと、社労士開業登録をして兼業社労士に
なることを決める。

◆高校生
・最寄り駅までの送迎は分担。
・本人に任せる点が増えた（といってもまだまだ手がかかる）
・自宅近辺で働けることは、今後親の介護や自身の生活を考えてもメリットがある。
・何より、働き方が私に合っていた（と今は思っている）
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近年の法改正

子育て 介護

◆労働基準法第65条
「産前産後休業」

◆育児介護休業法
「育児休業」

◆育児介護休業法
「介護休業」

◆平成29年10月「改正介護休業法」
要介護者1人につき1回、93日まで休業可⇒3回まで、通算93日まで休業可。
なぜ、「93日」か･･･介護をするため＆「介護環境を整える期間」

◆令和3年1月「子の看護休暇制度・介護休暇制度」の対象者と取得単位が変更
対象者に制限がなくなり、1時間単位で取得できるように。

◆令和4年4月「改正育児介護休業法」⇒今年のメイン法律改正！！
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近年の法改正

※「厚生労働省」HPより



14Produced by Hitomi-sr-office

近年の法改正

※「厚生労働省」HPより
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近年の法改正

※「厚生労働省」HPより
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
当日資料
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
当日資料
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
当日資料
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
当日資料

終わりがわからない。

連続する3年間以上の期間に2回以上。
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法～そもそも現行の制度は～
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改正育児介護休業法

令和4年4月1日施行

【1】有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件の緩和

【2】妊娠・出産（本人または配偶者）の申し出をした労働者に対する個別の周知・意向確認の措置

【3】育児休業を取得しやすい雇用環境の整備

令和4年10月1日施行

【4】産後パパ育休制度

【5】育児休業の分割取得等

令和5年4月1日施行

【6】育休取得率の公表

6大テーマ
改正育介法
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改正育児介護休業法
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改正育児介護休業法

令和4年4月1日施行

【1】有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件の緩和

※「厚生労働省」HPより
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改正育児介護休業法

令和4年4月1日施行

【2】妊娠・出産（本人または配偶者）の申し出をした労働者に対する個別の周知・意向確認の措置

『周知事項』
①育児休業・産後パパ育休に関する制度
②育児休業・産後パパ育休の申し出先
③育児休業給付に関すること
④労働者が育児休業・産後パパ育休期間について負担すべき社会保険料の扱い

『個別周知・意向確認の方法』
①面談（オンライン可） ②書面交付 ③FAX ④電子メール等 のいずれか

◆ママになる予定のみなさん、パパになる予定のみなさん、用に、
産前産後育休等についての一連の流れや周知事項をを示し、申請書もセット
にした一式を渡してあげるとよい。わかりやすく安心される。
事務の効率化にも有効。
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改正育児介護休業法

令和4年4月1日施行

【3】育児休業を取得しやすい雇用環境の整備

育児休業と産後パパ休業の申し出が円滑に行われるようにするため、事業主は以下の
いずれかの措置を講じなければならない。※複数の措置を講じることが望ましい。

①育児休業・産後パパ育休に関する研修の実施
②育児休業・産後パパ育休に関する相談体制の整備等（相談窓口設定）
③自社の労働者の育児休業・産後パパ育休取得事例の収集・提供
④自社の労働者へ育児休業・産後パパ育休制度と育児休業取得促進に関する方針の周知

◆人事・総務部門の担当者が相談窓口
◆男性・女性の担当者を選び、相談しやすい雰囲気を
◆2022.4～全事業所に適用される「パワハラ防止法」との
関連も重要。

◆対応フローチャートの用意を。

会社として
積極的に

サポートするぞ！
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法

令和4年10月1日施行
【4】産後パパ育休制度

【5】育児休業の分割取得等
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和4年10月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和4年10月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和4年10月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和4年10月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和4年10月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和5年4月1日施行 【6】育休取得率の公表
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和5年4月1日施行
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※「厚生労働省」HPより

改正育児介護休業法
令和5年4月1日施行
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産前産後育児休業担当者必須グッズ

※「東京労働局」HPより
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産前産後育児休業担当者必須グッズ

※「労サポ」HPより
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産前産後育児休業担当者必須グッズ

※「日本年金機構」「厚生労働省」HPより

◆社会保険料の免除期間について令和4年10月1日施行



43Produced by Hitomi-sr-office

産前産後育児休業担当者必須グッズ
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担当者から対象者へ

◆休業・短時間勤務について◆

【休業】
（１）産前休業：出産予定日の前42日以内
（２）産後休業：出産日の翌日から56日間
（３）育児休業：産後休業翌日～原則1歳の誕生日前日まで
（４）育児時間休業：出勤日に、30分の休憩を2回取得できます
（５）育児短時間休業：所定労働時間を6時間以上にすることができます
（６）育児休暇：年間5日間取得できます（無給）

◆産前休業を取得する場合◆
【提出書類】
（１）産前休業取得願
（２）出産予定日を証明するもの

【提出期限】
休業開始予定日の１ヶ月前まで

（つづく）

◆スケジュール表
◆申請方法と提出書類の一式
◆説明書（Q＆A集）
◆お父さん用、お母さん用に分けて用意
（単胎児・多胎児によっても分ける）
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担当者から対象者へ

◆育児休業中の昇給停止・昇進管理上の扱い◆
～大阪地裁平成31年4月24日判決

Ｘは、育児休業を取得したことを理由に平成２８年度に昇給させなかったことが、
・育児介護休業法１０条
（事業主は、労働者が育児休業申出をし、又は育児休業をしたことを理由として、当該労働者に
対して解雇その他不利益な取扱いをしてはならない）

に違反し違法であるとして、
・民法７０９条
（不法行為：故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護される利益を侵害した
者は、これによって生じた損害を賠償する責任を負う。）

に基づき、本来であれば支払われるべき給与及び賞与と現実の支給額との差額の支払いを求めた。

当日資料

XがY法人を訴える
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担当者から対象者へ
◆育児休業中の昇給停止・昇進管理上の扱い◆

～大阪地裁平成31年4月24日判決

・Ｙ法人の育児休業規程８条が、育児休業期間を昇給のための必要な期間に算入しないと定め
ていることについて、最高裁平成15年12月4日判決を引用した上で、「育児休業期間を
一般に出勤として取り扱うべきことまでも使用者に義務付けるものではない。育児休業した
労働者について、当該不就労期間を出勤として取り扱うかどうかは、原則として労使間の
合意に委ねられているというべきである 」と判断した 。

・ つまり、社内の就業規則に育児休業期間を昇給のための必要な期間に算入しないと定める
こと自体は適法であるとの判断を示したものである。

・Ｙ法人における定期昇給は、いわゆる年功序列的な昇給制度であった
・Ｙ法人における定期昇給は、職務能力を反映しているとは認められない
・仮に職務能力を反映していたとしても対象期間（１２か月）のうち、一部（９か月）しか
休業していない者について、全く昇給を認めないことは合理的とはいえない

適法

当日資料

違法
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担当者から対象者へ
◆育児休業中の昇給停止・昇進管理上の扱い◆

～大阪地裁平成31年4月24日判決

裁判所は、Ｙ法人に対し、Ｙ法人が平成２８年度に昇給させなかったことを違法と判断し、本来
昇給していた場合に認められたはずの賃金及び賞与と現実の金額との差額の支払いを命じた。

・育児介護休業法１０条より、育児休業の取得「のみを理由として」解雇や昇給停止等の
不利益取扱いをしてはならない。
・Ｙ法人の定期昇給制度は、年功序列的に運用されていたものであったため、育児休業法１０
条に違反すると判断。
・定期昇給しなかった理由を人事評価の結果などに基づいて合理的に説明できていれば、違法
と判断されなかった可能性もあった。
・対象期間の１２か月のうち９か月しか休んでいないのに全く昇給を認めなかったことを
問題視しており、比例的に昇給額を減額していたに過ぎない場合には、適法と判断された
余地があった。

当日資料

結論

考察
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担当者から対象者へ
◆24時間365日シフト対応の看護・介護職場◆

～必ずしも職場の同僚や先輩たちからの本音の快い
理解や支援を得にくそうな職場での育児支援の在り方～

当日資料

◆夜勤専従
⇒完全復職時にどうするか？

◆手薄な時間帯に派遣社員
⇒コスト増

◆お互いさまの精神

経営者

労働者 患者様

介護も忘れないで！！
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担当者から対象者へ
◆｢育児社員への配慮やめます｣､資生堂の意図◆

～女性活用先進企業の草分け～
当日資料

※「東洋経済オンライン」HPより
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担当者から対象者へ
◆｢育児社員への配慮やめます｣､資生堂の意図◆

～女性活用先進企業の草分け～
当日資料

※「東洋経済オンライン」HPより
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終わりに
私自身の産前産後育児休業取得経験は、

社会人としての歩みに大きな影響を受けていると思っています。

また、一企業人として、産前産後育児休業取得者の手続き、フォローも、
私自身が経験したからこそ、深く携わってきたのだと思っています。

『労働者としての気持ちもわかる』『事業主としての気持ちもわかる』
『担当者は、結構大変なんだよな・・・』『働きやすさとは・・・』

労働者としては、「制度だから」と当たり前に取得するのではなく、
みなさまに感謝の気持ちをもって取得してほしいと願っています。

事業主としては、ケースによって様々です･･･。

こちらの制度をはじめ「３大テーマ」に皆様であたたかく向き合うことで、
「働きやすさ」が生まれ、事業がより発展することを願っています。

ご清聴ありがとうございました。 谷岡 仁美
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ご清聴ありがとうございました。


